
操作法
くわしくは添付文書をご参照ください。

は操作時の「注意点・ポイント」です。

判定例（裏面）もご覧ください。
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外観
黄色のトップシールをはがします。2

検体を採取します。
（鼻咽頭ぬぐい液、鼻腔ぬぐい液、唾液）

1

綿棒を取り出し、滴下チップをはめ込みます。4

1cm以上、上から 2滴、試料液を滴下します。5

凸部を押し込みます。6

2
DROPS 検体滴下部

1cm以上、上から滴下。

滴下部に近づけすぎると十分に

液滴が作れず、適正な量になら

ない場合があります。

凸部が押し込まれた状態凸部が押し込まれた状態

PUSH
判　定

“r”に青いラインが現れていない場合
には、新しい反応カセットを用いて
再度検査してください。

滴下後すみやかにオレンジ色の

ボタン（凸部）を押し込みます。

（凸部へこむ＝反応開始）

20分後

吹き出し

滴下量は2滴

滴下量が多くても少なくても、

結果に影響を与えることがあり

ます。滴下部サークル外への

はみ出し等にご注意ください。
スクイズチューブ内で綿球部の

揉み解しが不十分な場合、展開

不良の原因になることがあります

ので、十分な抽出操作を行って

頂きますようお願いいたします。

0120-292-026

SARSコロナウイルス抗原キット

綿球を挟みもみながら、

綿棒を10回程度回転させます。

ウイルス抗原を十分抽出します。

綿球から液を

しぼり出しながら、

綿棒を取り出します。

体外診断用医薬品

陽性 陰性

再検査

綿棒をチューブに浸して検体を
抽出し、試料液を作成します。
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レファレンスライン（rライン）が青く発色することで、反応が正常に行われたことを確認することができます。以下に示した写真は判定例です。

お問い合わせの多い再検査例です。原因としては以下のことが考えられますので、ポイントをご確認の上、必要に応じで再検査を実施ください。

■こんなときは？

試料液を検体滴下部に近い位置から滴下した場合

滴下位置と滴下チップの位置が近すぎると十分な液滴が作れず、必要量滴下されない場合があります。

試料液の粘性が高い・綿球部の揉み解しが不足した場合

縦スジが出現

滴下時、スクイズチューブは垂直に下へ向け、

滴下位置から1cm以上離し滴下して下さい。

試料液中の抗原量が少ない

試料液中の抗原量が少ない場合、判定ラインの発色が薄い場合があります。
判定がしづらい場合には再検査することをお勧めします。

試料液の粘性が高かった場合　　試料液の粘性が高い場合、滴下した試料液が検体滴下部に留まり

バック発色となり判定ラインの様に浮き上がり、判定ラインが発色したようにも見えることがあります。
スクイズチューブ内で綿球部をよく揉み解して下さい。

スクイズチューブ内で綿球部をよく揉み解して下さい。

試料液の滴下量が多かった場合

パターン例 状況 想定される原因 操作ポイント

オレンジ色のボタン（凸部）を押し忘れた場合rラインが出現しない
試料液滴下後はすみやかに反応カセットの

オレンジ色のボタン（凸部）を押してください。

オレンジ色のボタン（凸部）が十分に押し込まれていない
新しいカセットで再検査することをお勧めします。検体滴下後、

オレンジ色のボタン（凸部）が押し込まれたことを確認ください。

滴下時には液量が多過ぎないようにご留意ください。

陰性または陽性の

判定がしづらい

判定部全体が発色
スクイズチューブ内で綿球部をよく揉み解すか、

湿度の高い環境は避けてください。

試料液の粘性が高い・湿度の高い状況下での検査

試料液の粘性が高い、もしくは湿度の高い状況下の為、発色をしている可能性があります。

滴下チップが外れた
滴下時に抵抗がある場合は無理に押さないように

してください。

スクイズチューブ内圧の過度な上昇　　高粘度の試料や異物が混入した状態で滴下を行った場合、

スクイズチューブに過度な内圧がかかり滴下チップが外れ試料液が飛び散る場合があります。

くわしくは添付文書をご参照ください。

0120-292-026

スクイズチューブ内で綿球部の揉み解しが不十分な場合、展開不良の原因になることがありますので、
十分な抽出操作を行って頂きますようお願いいたします。

判定例

重要な基本的注意

１. 本品の判定が陰性であっても、SARS-CoV-2 感染を否定するものではありません。

２.診断は本品による検査結果のみで行わず、厚生労働省より公表されている最新情報を

参照し、臨床症状も含め総合的に判断してください。

３.検査に用いる検体については、厚生労働省より公表されている「新型コロナウイルス

感染症（COVID-19）病原体検査の指針」を参照してください。

４.鼻腔ぬぐい液を検体とした場合、鼻咽頭ぬぐい液に比べ SARS-CoV-2 抗原の検出

感度が低い傾向が認められているため、検体の採取に際して留意してください。

５.検体採取及び取扱いについては、必要なバイオハザード対策を講じてください。

陽性

rライン判定ライン出現 rラインのみ出現 判定ラインのみ出現 反応前の状態

（ラインピンク）

陰性 再検査

■判定例

r：レファレンスライン

T：判定ライン

製造販売元

SARSコロナウイルス抗原キット
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